
The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

名誉会員

伊藤冨雄先生の ご逝去を悼む

　本学会名誉会員　大阪大学お よび大阪 工 業大学名誉教授　伊藤冨

雄先 生 に おかれ ま して は，平成 15年 11月 25日 虚血性心 疾患の ため

ご 逝去 され ま した。享年83歳で した 。

　伊藤冨雄 先生は，大正 9 年 6 月 27 日神奈川県 で お生 れ に な り，

第八 高等学 校理科 甲類 を経 て，昭和 16年 4 月京都 帝 国大学工学 部

土木工 学科 に進学 され，同 18年 9 月 に同科 を ご卒業後，直 ちに 同

学大学院特別研究生 と な ら れ ，同 22年 4 月 同研 究生を退学 し，大

阪帝国大学 工 学部講師 とな られ ，同 23年 12月大 阪大学 助教授 を経

て ， 同37年 9 月大阪大学教授に昇任さ れ ま し た 。 教授在任中 ， 昭

和44年 9月大阪大学評議員 ， 昭和45年 8 月大阪大学工 学部長事務取扱，同46年 10月か ら 2 年間大阪大

学工 学部長 ・評議員を務め られ ，
い わ ゆ る大学紛争の 起 っ た 困難な時期に，大学運営 の 枢機に参画され

ま した 。 また，昭和 59年 4 月大阪大学教授 を停年退官 され ， 大阪大学 よ り名誉教授の称号を授与され

ま した。そ の 後 ，昭和 59年 4 月大 阪工 業大学教授 に 就任され，同62年 11月か ら 6 年問は大阪工 業大学

学長
・
学校法人 大阪 工 大摂南大学理事，平成 5 年 11月か ら 2 年間は同顧問と し て ， 私学の 向上 と発展

の た め尽力され る とともに ，名誉教授 の 称号 を授与 され ま した 。 平 成 9年 4 月か らは，魴 日本地下水

理 化学研究所理事長 と して ご活躍 されてお られました。

　 こ の 間，先生 は ，昭和 53年か ら 3 期 （第 11〜13期） 10年半 に わた る 日本学術会議会員 と して ， 同会

議の 改革に当た られ ， 地盤工 学会 と 同会議 との 関係 の 緊密化な らび に土木工学専門 の 会員定数 の増加 に

努め られま した 。 また，昭和60年か ら の 第13期に は ，第 5部長 と して 第5部 （工 学）を統括 する ととも

に，同会議 の 会長 を補佐 し て そ の 運営に参画 さ れ ま し た 。さ ら に，文部省学術審議会 の 専門委 員，日 本

学術振興会 の 委員 として も，工 学 ・技術 の 発展に貢献されて お られ ま す 。

　伊藤先生は トン ネ ル 工 学 か ら土質力学，基礎工学に わ たる幅広 い 研究実績を残され て お りま す。 トソ

ネ ル 工 学に お け る成果 「トン ネル の 構造設計 に 関す る力学的研 究」 に よ り，昭 和33年に 京都大学 よ り

工 学博士 の 学位が授与さ れ ま し た 。こ こ で は ，トソ ネ ル 周辺地盤 に現れ る塑性 域を考慮す べ き こ と を指

摘され る と と もに ， こ れ を取入れ て解析的解を求め られた先駆的な内容が含まれ て い ます。さ らに ，粘

弾塑性理論に 基 づ く トン ネ ル お よ び基礎工 の 構造解析に 関 して ，幾 多 の 解析手 法を開発し て 工 学上 の新

しい 知 見を得る と と も に ，地 す べ り防止 工 ，シ
ール ド工 法 とそれ に よる地盤変状な ど実地 に適用 し て ，

地下空間開発および防災技術の 革新 と発展に多大の 貢献 をされま した。こ れ らの 学識 に 基 づ い て ，公社，

公団，地方公共団体等の委員会に委員または委員長と し て 参画 され，大阪 の港大橋 の 超 大型 ケ
ー

ソ ン な

ど，多数の 著名な大プ ロ ジ ェ ク ト に お い て 指導的役割を 果さ れ る と と もに ，天 六 ガ ス 爆 発事故や大阪駅

前ビ ル 出水陥没事故 の 際 には，そ の 原因究明 に多大の 貢献を され ま した 。

　地盤工 学会 に お い て は ，昭和33年関西支部 創設時 に ，設 立準備会委員 と し て支部発足に 努力され，

以後，幹事長 ，副支部長，支部長，顧問を歴任 され て お られます。また，本部 に お い て は ，理 事，マ サ

土研究委員会および表彰委員会委員 ， 参与な どとして貢献 され，昭和 44年に功労章を授与さ れ ， 平成 3

年 に名誉会員に推挙され ま した 。

一
方 ， 土木学会にお い ては，副会長，関西支部長を歴任され，平成 3

年 に名誉会 員 に推挙 され，平 成 5 年に功績賞を授与 され ま した。以 Eの ような ご 功 績，ご業績に よ り，

平成 6 年 11月勲 二 等旭 日重光章を受勲され ま し た 。

　先生に お か れ ましては，数カ月前 の 足 の骨折を乗 り越え ら れ ， リハ ビ リも順調 で，最近 で はお元気に

種 々 の会合に も顔を出さ れ ，大好 きな 自動車の 運転 も再 開 され て お られま した矢先の こ と で ，誠 に 無念

で あ っ た と存 じます。謹 ん で 心 よ り先生 の ご冥福を お 祈 り申 し上 げます 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（松井 保 大阪大学大学院 工 学研究科教授）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 社団法人 　地盤工学 会
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